（2014/06/20 第2版）

提案書作成上の注意
１．提案書は、次頁以下の記載例に従って記入してください。
２．提案書の下中央にページを入れてください。
３．青字斜体の文言は記入例または注釈になります。提出時は削除して下さい。
４．枚数によらずe-Radへアップロードできるファイルの最大容量は10ＭＢです。ご注意下さい。
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（SIP – 表紙）
SIP（戦略的イノベーション創造プログラム）
〔インフラ維持管理・更新・マネジメント技術〕
研究開発課題提案書
（記載例）
	1.研究開発課題名
	インフラ維持管理に向けた通信システムの研究開発(50字以内)

	2.研究開発責任者
氏名
	研究　太郎

	3.所属機関・部署・役職
	国立大学法人　研究大学　　工学部　　教授

	4.研究者番号
	12345678（e-Radへ研究者情報を登録した際に付与される8桁の研究者番号を記載して下さい。）

	5.研究開発課題
要旨
	400字程度で本研究開発課題の要点をまとめて下さい。

	6.研究開発小項目※1
	(1)-（A）先端的な計測技術による点検・モニタリング・診断技術の研究開発

	7.研究開発期間※3
	H26年度研究開始～H30年度

	8.研究開発費規模※4
（間接経費含む）
	初年度　　　　　　　○○千円
（千円未満は四捨五入して下さい）
	研究開発費総額　　　 △△△千円
（千円未満は四捨五入して下さい）


※１：研究開発小項目は、以下から選択して下さい。
※２：研究開発期間は提案時における当面の研究開発目標達成までの期間です。最長はＨ30年度（5年間）までです。
※３：左覧に初年度の研究費を、右欄に研究開発期間における研究開発費総額を記載して下さい。どちらも間接経費を含む総額になります。
※４：項目1.～8.はそのままe-Rad申請時に、ブラウザ上で入力していただきます。詳細は公募要領（ＪＳＴ担当部分）Ｐ.67をご覧下さい。
（別紙）
※研究開発小項目は以下から選択下さい。
	〔点検・モニタリング・診断技術の研究開発〕
(1)-（A）先端的な計測技術による点検・モニタリング・診断技術の研究開発
〔構造材料・劣化機構・補修・補強技術の研究開発〕
(2)-（A）各種研究機関の密接な連携による次世代インフラ構造材料の総合的・実用化研究開発
(2)-（B）インフラ構造物の劣化検出・診断のための新材料に関する研究開発
(2)-（C）鋼構造物の腐食による劣化損傷に対する補修技術の研究開発
〔情報・通信技術の研究開発〕
(3)-（A）インフラのセンシングデータを収集し統合的に解析する技術の開発
〔ロボット技術の研究開発〕
(4)-（A）維持管理ロボット・災害対応ロボット開発に必要なコア技術（ロボティクス技術）の開発
〔アセットマネジメント技術の研究開発〕
(5)-（A）インフラマネジメント技術の国内外への展開を目指した統括的研究
(5)-（B）特定の基幹インフラ施設を対象にした維持管理・更新・マネジメント技術（河川、港湾、鉄道、上下水道、農業分野などの施設・構造物が対象）の開発


 [本文]
課題名「インフラ維持管理・更新・マネジメント技術」
研究開発小項目「(1)-（A）先端的な計測技術による点検・モニタリング・診断技術の研究開発」（表紙から転記ください）
１．研究開発の内容及び目標
１－１．研究開発の内容
　研究開発小項目「(1)-（A）先端的な計測技術による点検・モニタリング・診断技術の研究開発
（研究開発課題名：インフラ維持管理に向けた通信システムの研究開発）」（国立大学法人 研究大学）
　　　　　　　　　　　［研　究　開　発　の　内　容］
　研究開発プログラムの基本計画に沿って、提案する研究開発内容を極力具体的に記載してください。
「１－２．研究開発の目標」を達成するために解決すべき技術的問題とそれを解決する手法について、従来から一般的に行われている方法と比較するなどして、わかりやすく説明してください。
共同研究者の実施内容があれば、役割分担を明確に説明してください。
１－２．研究開発の目標
具体的な中間目標及び最終目標を記入してください。
上記の中間目標及び最終目標については、その設定理由も簡潔に説明してください。
具体例：達成すべき開発項目、性能、定量的な特性等
１－３．研究開発成果の実用化の見込み
研究開発成果を実用化するにあたり、現在想定している戦略・取組等の計画について記載してください。ここでいう「実用化」とは、当該研究開発に係る試作品の作成や、サービス等の社会的利用が開始されること等を指します。
· 研究開発実施の基盤
本研究開発構想を実施するにあたって基盤となる技術シーズについて、その内容と、そのシーズをどのように利用して本研究開発に寄与させるのか具体的に記載してください。
· 国内外の類似研究との比較、および研究の独創性・新規性
関連分野の国内外の研究の現状と動向を踏まえて、この研究構想の世界の中での位置づけ、独創性、新規性や優位性を示してください。
· 実用化に向けた戦略・取組
本研究開発構想によって得られた成果を実用化するにあたり、課題となる部分と、それに対して現在想定している戦略、もしくは取組について具体的に記載してください。自治体等インフラ事業主体への成果の周知・展開についても想定している取組等がありましたら記載してください。また、上記の戦略・取組により、我が国の経済再生（競争力強化及び産業創出）へどのように貢献できるかについても記載して下さい。標準化、規制等については『○　認証、標準化等、実用化に向けての出口戦略』に記載してください。
· 認証、標準化等、実用化に向けての出口戦略
得られた成果の普及に際し、利用される分野に応じて、国際展開を踏まえた上での標準化・規格化・安全評価手法、認定手法の作成、および規制・基準等による導入について、現時点で想定している戦略を記載して下さい。
２．実施体制
　本研究開発を受託した時の実施体制について、次のような図にまとめてください。共同研究グループがいる場合、他の共同研究グループを含めて役割が分かるよう記入ください。
※研究開発責任者が所属する研究機関における研究開発参加者を記入して下さい。
※研究開発責任者と同じ所属機関の研究開発参加者が、研究開発グループの研究実施項目及び概要とは明確に異なる内容で参加する場合は、共同研究グループとして研究開発実施体制 ２（2-2.共同研究グループ）に記入しても結構です。
２－１．研究開発グループ
	研究機関名
	○○大学大学院

	担当
	氏名
	所属部署・役職
	専門
	エフォート
（研究開責任者のみ）

	研究開発責任者
	○○　○○
	＊＊研究科 教授
	
	○○％

	＊＊の開発に従事
	○○　○○
	＊＊研究科准教授
	
	－

	＊＊の開発に従事
	○○　○○
	＊＊研究科助教
	
	－


· エフォートには、研究者の年間の全仕事時間（研究活動の時間のみならず教育・医療活動等を含む）を100％とした場合、そのうち当該研究の実施に必要となる時間の配分率（％）を記入して下さい。（公募要領ＪＳＴ担当部分P. 83もご参照ください）

· 研究開発グループの構成メンバーについては、その果たす役割等について十分検討して下さい。
· 研究開発参加者のうち、提案時に氏名が確定していない研究員等の場合は、「研究員　○名」といった記述でも結構です。
· 研究開発参加者の行は、必要に応じて追加して下さい。
· 特記事項
特別の任務等（研究科長等の管理職、学会長など）に仕事時間（エフォート）を要する場合には、その事情・理由を記入して下さい。
· 研究題目及び概要
· 研究題目
· 研究開発概要
研究開発グループが担当する研究の概要を簡潔に記載して下さい。
· 研究開発の目標における位置づけ
研究開発の目標を達成するために研究責任者が果たす役割等を記載して下さい。
２－２．共同研究グループ
※研究責任者の所属機関以外の研究機関（共同研究機関）の研究者が加わる場合、その研究開発参加者を研究機関ごとに記入して下さい。
※産学官からの様々な研究機関を共同研究グループとすることが可能です。ただしJSTと委託研究契約が締結できることが条件です。
※共同研究グループの数に上限はありませんが、研究開発構想の遂行に最適で必要な研究開発チームを編成して下さい。研究責任者が担う役割が中心的でない、共同研究グループの役割・位置づけが不明である研究開発チームの編成は、研究開発実施体制としては不適切です。
※研究開発チームとして研究開発グループ以外の共同研究グループを加えることは、必須ではありません。
共同研究グループ(1)
（記入例）
	研究機関名
	（独）◇◇研究所　（所属研究機関コード１））

	担当
	氏名
	所属部署・役職
	専門
	エフォート
（主たる共同研究者のみ）

	主たる共同研究者
	○○　○○
（e-Rad 研究者番号2））
	**G 主任研究員
	
	○○％

	＊＊の開発に従事
	○○　○○
	研究員
	
	－

	＊＊の開発に従事
	○○　○○
	研究員
	
	－


1）主たる共同研究者のみ、所属先のe-Rad所属研究機関コードを記載して下さい。取得していない場合は、未記載でかまいません。（ただし採択後、取得が必要になります）
2）主たる共同研究者は、e-Radへ研究者情報を登録した際に付与される8桁の研究者番号を記載して下さい。取得していない場合は未記載でかまいません。（ただし採択後、取得が必要になります）
3）研究開発参加者の行は、必要に応じて追加・削除して下さい。
· 研究題目及び概要
· 研究題目

· 研究開発概要
本共同研究グループが担当する研究開発の概要を簡潔に記載して下さい。
· 研究開発の目標における位置づけ・必要性
研究開発の目標を達成するために本共同研究グループが必要不可欠であることの理由、位置づけ（研究開発責任者及び研究開発グループ等との役割等の関係を含む）等を記載して下さい。
共同研究グループ(2)
（記入例）
	研究機関名
	（独）◇◇研究所　（所属研究機関コード１））

	担当
	氏名
	所属部署・役職
	専門
	エフォート
（主たる共同研究者のみ）

	主たる共同研究者
	○○　○○
（e-Rad 研究者番号2））
	**G 主任研究員
	
	○○％

	＊＊の開発に従事
	○○　○○
	研究員
	
	－

	＊＊の開発に従事
	○○　○○
	研究員
	
	－


1）主たる共同研究者のみ、所属先のe-Rad所属研究機関コードを記載して下さい。取得していない場合は、未記載でかまいません。（ただし採択後、取得が必要になります）
2）主たる共同研究者は、e-Radへ研究者情報を登録した際に付与される8桁の研究者番号を記載して下さい。取得していない場合は未記載でかまいません。（ただし採択後、取得が必要になります）
3）研究開発参加者の行は、必要に応じて追加・削除して下さい。
· 研究題目及び概要
· 研究題目
· 研究開発概要
本共同研究グループが担当する研究開発の概要を簡潔に記載して下さい。
· 研究開発目標における位置づけ・必要性
研究開発目標を達成するために本共同研究グループが必要不可欠であることの理由、位置づけ（研究開発責任者及び研究開発グループ等との役割等の関係を含む）等を記載して下さい。
· 研究開発進捗による研究開発実施体制変更について
研究開発が順調に進捗し、開始当初は参画の必要がないが、進捗につれて新規な共同研究グループ等が必要になると予想される場合に、増強分野・時期等について記入して下さい。（候補者の名前を記入する必要はありません）。
２－３．実施体制図
（例　示）
「研究開発課題名」実施体制
※ 研究開発課題の実施体制については、採択後に見直しをお願いすることがあります。
※ 研究開発課題の構成が簡単に分かるように、A4用紙1枚程度 に図示してください。
※ 様式は問いませんが、役割、相関関係をわかりやすく示してください。
※ 各グループの分担する担当研究のほか、それぞれのグループで責任者として中心的な役割を果たす方の氏名を記載してください。

[image: image1]
　　　　　　　　
２－４．研究開発責任者研究経歴書及び主たる共同研究者研究経歴書
研究開発責任者について、研究開発責任者　研究経歴書（別添1）に記入し提出してください。
共同研究グループの主たる共同研究者について、研究経歴を主たる共同研究者　研究経歴書（別添2）に記入し提出してください。
３．当該技術又は関連技術の研究開発実績
３－１．当該提案に有用な研究開発実績
　研究開発課題に沿って、提案する方式又は方法に関する国内外の状況、その中での応募者の本研究開発若しくは本研究開発の円滑な遂行に資する関連研究開発の実績及びその位置づけ等を、研究発表等を引用して記載し、提案内容を遂行できる能力を有していることを携わる全ての研究機関（共同研究グループを含む。）を対象に説明してください。
３－２．当該提案に使用する予定の現有設備・装置等の保有状況、購入予定の設備・装置等について
本研究開発を進めるに当たって必要と考えられる主な設備の中で、応募者が保有する設備状況とその用途、設置場所を記載してください。
(記入例)
	設　備　名　称
	内　　　　容
（使用目的・仕様等を記入してください）
	設置場所

	○○○○○○
	○○○○○○
	○○大学

	○○○○○○
	○○○○○○
	○○大学

	○○○○○○
	○○○○○○
	○○研究機構

	○○○○○○
	○○○○○○
	○○大学


本研究開発を進めるに当たって必要と考えられる1件5,000千円以上の購入設備とその用途、概算価格、購入先を記載してください。
(記入例)
	設　備　名　称
	内　　　　容
（使用目的・仕様等を記入してください）
	概算価格
	設置場所

	○○○○○○
	○○○○○○
	○○千円
	○○大学

	○○○○○○
	○○○○○○
	○○千円
	○○大学

	○○○○○○
	○○○○○○
	○○千円
	○○研究機構

	○○○○○○
	○○○○○○
	○○千円
	○○大学


4． 研究開発費計画
・面接選考の対象となった際には、さらに追加資料を提出していただく場合がございます。
・採択後、PDの指示のもと、改めて研究開発計画・研究開発費計画を立案いただきます。
・採択された後の研究開発計画、研究開発費は、PDのマネジメント、予算状況、中間評価の状況等に応じ、研究開発期間の途中に見直されることがあります。
・研究構想を実現する上で適切な研究開発費計画であり、研究開発のコストパフォーマンスが考慮されていることや、支援グループへの予算配分の妥当性も重要な選考の観点となります。
４－１．研究開発予算と研究員の年度展開
· 実施項目別の研究開発費計画（線表）（研究開発チーム全体）
実施項目ごとに、実施機関が分かるように記載してください。また、線表に経費見込額（間接経費含む）を記載してください。
[単位：百万円]
（記入例）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　）内は人数
	
	初年度
	２年度
	３年度
	４年度
	５年度
	計

	１．○○○○の研究開発
１－１．○○○○の調査
（○○大学）
１－２．○○○○の開発
（○○大学）
２．△△△△の研究開発
２－１．××××の研究
（××研究機構）
２－２．××××の研究

	
	
	
	
	
	

	合　　計

	
	
	
	
	
	


・（　）内の人数は、従事する人数にエフォート率を掛けて、作業量で算出して下さい。
・当初の研究開発期間における研究開発チーム全体の年次計画概要、費目別の研究開発費計画と研究開発グループ別の研究開発費計画を年度ごとに記入して下さい。
４－２．費目別の研究開発費計画
[単位：円]
	項　　目
	初年度
	２年度
	３年度
	４年度
	５年度
	合計

	設備費1）
	**,***
	
	
	
	
	

	材料・消耗品費2）
	**,***
	
	
	
	
	

	旅費3）
	**,***
	
	
	
	
	

	人件費・諸謝金（研究員等の数）4）
	**,***
	
	
	
	
	

	その他5）
	**,***
	
	
	
	
	

	間接経費6)
	**,***
	
	
	
	
	

	合計
	
	
	
	
	
	


(注)研究開発費の費目と、その使途は以下の通りです。
1)設備費：設備を購入するための経費
2)材料・消耗品費：材料・消耗品を購入するための経費
3)旅費：研究開発責任者や研究開発参加者の旅費
4)人件費・諸謝金：研究員・技術員・研究補助者等の人件費、諸謝金
（研究員等の数）：研究開発費で人件費を措置する予定の研究員、技術員、研究補助者の人数
5)その他：上記以外の経費（研究成果発表費用、機器リース費、運搬費等）
6)間接経費：機関の種類に応じて間接経費率の上限が異なりますのでご注意ください。
（公募要領（ＪＳＴ担当部分）P40参照）
４－３．研究開発グループ別の研究開発費計画
参画する研究開発機関ごとの予算配分の計画（間接経費含む）を記載して下さい。
[単位：円]
	研究機関名
	初年度
	２年度
	３年度
	４年度
	５年度
	合計

	研究開発グループ
	**,***
	
	
	
	
	

	共同研究グループ(1)
	**,***
	
	
	
	
	

	共同研究グループ(2)
	**,***
	
	
	
	
	

	合計
	
	
	
	
	
	


５．類似の研究開発
５－１．現に実施あるいは応募している公的資金による類似の研究開発
　現に実施あるいは応募している公的資金による類似の研究開発がある場合には、その制度、研究開発テーマ及び内容を説明してください。
（記入例）
研究開発責任者（応募者）：氏名　○○　○○
	制度名1）
	研究課題名
（代表者氏名）
	研究
期間
	役割2）
（代表/
分担）
	(1)本人受給研究費3）
(期間全体）
(2) 〃 (H25年度実績）
(3) 〃 (H26年度予定）

(4) 〃 (H27年度予定）
	ｴﾌｫｰﾄ4）
（％）

	科学研究費補助金 基盤研究（S）
	○○○○○○○○○○
	H23.4

－
H28.3
	代表
	（1）100,000千円
（2） 25,000千円
（3） 25,000千円
（4）  5,000千円
	20

	科学技術振興調整費
	○○○○○○○○○○
（○○　○○）
	H24.4

－
H28.3
	分担
	（1） 32,000千円
（2）  8,000千円
（3）  8,000千円
（4）  8,000千円
	10

	JST（申請中）○○財団○○研究助成 
	○○○○○○○○○○
	H25.4

－
H27.3
	代表
	（1） 15,000千円
（2）  5,000千円
（3） 10,000千円
（4）    －
	5

	・・・5）
	・・・
	・・・
	・・・
	・・・
	・・・


1）現在受けている、または採択が決定している助成等について、本人受給研究費（期間全体）が多い順に記載して下さい。その後に、申請中・申請予定の助成等を記載して下さい（「制度名」の欄に「（申請中）」などと明記して下さい）。
2）「役割」は、代表または分担等を記載して下さい。
3）「本人受給研究費」は、ご本人が受給している金額（直接経費）を記載して下さい。
4）「エフォート」は、年間の全仕事時間（研究活動の時間のみならず教育・医療活動等を含む）を100％とした場合、そのうち当該研究の実施に必要となる時間の配分率（％）を記載して下さい【総合科学技術会議における定義による】。本制度に採択されると想定した場合のエフォートを記載して下さい。申請中のものは採択された場合のエフォートを記載してください。
5）必要に応じて行を増減して下さい。
（記入例）
主たる共同研究者：氏名　◇◇　◇◇　　
	制度名1）
	研究課題名
（代表者氏名）
	研究
期間
	役割2）
（代表/
分担）
	(1)本人受給研究費3）
(期間全体）
(2) 〃 (H25年度実績）
(3) 〃 (H26年度予定）

(4) 〃 (H27年度予定）
	ｴﾌｫｰﾄ4）
（％）

	厚生労働科学研究費補助金
	◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇
	H24.4

－
H28.3
	代表
	(1)   45,000千円
(2)   10,000千円
(3)    5,000千円
(4)    5,000千円
	20

	・・・5）
	・・・
	・・・
	・・・
	・・・
	・・・


（記入例）
主たる共同研究者：氏名　□□　□□　　
	制度名1）
	研究課題名
（代表者氏名）
	研究
期間
	役割2）
（代表/
分担）
	(1)本人受給研究費3）
(期間全体）
(2) 〃 (H25年度実績）
(3) 〃 (H26年度予定）

(4) 〃 (H27年度予定）
	ｴﾌｫｰﾄ4）
（％）

	科学研究費補助金 特定領域 
	□□□□□□□□□□□□
（□□　□□）
	H25.4

－
H29.3
	分担
	（1）25,000千円
（2） 5,000千円
（3） 5,000千円
（4） 5,000千円
	15

	・・・5）
	・・・
	・・・
	・・・
	・・・
	・・・


1）～4）については前ページの注釈をご参照下さい。
5） 必要に応じて行を増減して下さい。
（記入例）
	別添１

	研究開発責任者  研究経歴書

	氏名
	　研究　太郎

	フリガナ
	　ケンキュウ　タロウ

	生年月日（西暦）
	　1950/1/1

	所属研究機関の
{e-Rad研究機関コード（10桁）
(所属研究機関の研究代表者は
必須)
	　0000000000

	e-Rad研究者番号（8桁）
（所属研究機関の研究代表者は必須。代表者以外で不明または保有していない場合は省略可）
	　12345678

	所属
	　○○大学

	部署名
	　○○学部

	　役職名
	　教授

	性別（男：１、　女：２）
	　１

	最終学歴
	　○○大学大学院○○研究科博士課程○○専攻終了（指導教官：○○○教授）

	学位
	　工学博士

	学位取得年（西暦）
	　1978

	研究開発経歴（西暦　※現職含む）

	　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
	年
	～
	年
	研究開発内容

	
	○○　
	～
	○○　
	○○大学○○学部　助手
○○教授研究室で○○○○について研究

	
	○○　
	～
	○○　
	○○研究所　研究員
○○博士研究室で○○○に関する研究に従事　

	
	○○　
	～
	○○　
	○○大学○○学部助教授
○○○について研究

	
	○○　
	～
	○○　
	○○大学○○学部教授
○○○について研究

	
	　
	～
	　
	　

	
	　
	～
	　
	　

	
	　
	～
	　
	　

	
	　
	～
	　
	　

	
	　
	～
	　
	　

	　
	　
	～
	　
	　

	受賞歴（西暦　※年月）

	　
	年
	月
	　
	主催者名
	表彰制度
名称
	受賞名称
	受賞件名
	備考

	　
	○○　
	○　
	　
	○○機構　
	△△　
	最優秀賞
	○○の性能に関する研究
	　

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	当該研究開発に関連する最近5年間の成果等（各主要なもの10件以下）

	論文
	発行年
	月
	　
	主な著者１
	著者２
	著者３
	表題
	論文雑誌名
	巻（Vol.）
	号
	備考

	　
	　○○
	○　
	　
	研究太郎　
	科学花子　
	技術次郎
	○○　
	　○○
	77　
	1　
	P.930　

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	研究
発表
	発表年
	月
	　
	主催者名
	イベント名
	発表者
	発表タイトル
	備考

	　
	　○○
	○　
	　
	○○機構　
	△△　
	T.Kenkyu
	　○○
	開催地:米国

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	特許等
	出願年
	月
	日
	出願番号
	登録番号
	発明等の名称
	備考

	　
	　○○
	○　
	　
	特願 平7-000000
特許第000000号　
	特許第000000号　
	　　○○
	

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	

	その他
	年
	月
	　
	タイトル
	自由記述

	　
	　
	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　
	　
	　

	本研究開発プロジェクトにおける役割

	　

	・ 研究開発等実施体制の審査のために利用されます。
・ 「所属機関の研究者代表」の情報の一部（e-Rad研究機関コード、e-Rad研究者番号、氏名、所属、生年月日、性別）が、事業名及び契約・助成金額等の情報と併せて、府省共通研究開発管理システムへ提供及び政府研究開発データベース作成のために利用されます。
・府省共通研究開発管理システム及び政府研究開発データベースに提供された各情報（プロジェクト名、契約件数、研究者名、所属研究機関名、予算額及び実施期間）及びこれらを集約した情報は、「独立行政法人等の保有する情報の公開に関する法律」（平成13年法律第140号）第5条第1号イに定める「公にすることが予定されている情報」として取り扱われます。
・ 特定の個人を識別しない状態に加工した統計資料の作成又は学術研究の目的のため等に利用することがあります。
・ ご提供いただいた個人情報は、上記の利用目的以外で利用することはありません。ただし、法令等により提供を求められた場合を除きます。


	別添２

	主たる共同研究者  研究経歴書

	氏名
	　科学　次郎

	フリガナ
	　科学　ジロウ

	生年月日（西暦）
	　1960/1/1

	所属研究機関の
{e-Rad研究機関コード（10桁）
(所属研究機関の研究代表者は
必須)
	　0000000000

	e-Rad研究者番号（8桁）
（所属研究機関の研究代表者は必須。代表者以外で不明または保有していない場合は省略可）
	　12345678

	所属
	　○○大学

	部署名
	　○○学部

	　役職名
	　教授

	性別（男：１、　女：２）
	　１

	最終学歴
	　○○大学大学院○○研究科博士課程○○専攻終了（指導教官：○○○教授）

	学位
	　工学博士

	学位取得年（西暦）
	　1988

	研究開発経歴（西暦　※現職含む）

	　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
	年
	～
	年
	研究開発内容

	
	○○　
	～
	○○　
	○○大学○○学部　助手
○○教授研究室で○○○○について研究

	
	○○　
	～
	○○　
	○○研究所　研究員
○○博士研究室で○○○に関する研究に従事　

	
	○○　
	～
	○○　
	○○大学○○学部助教授
○○○について研究

	
	○○　
	～
	○○　
	○○大学○○学部教授
○○○について研究

	
	　
	～
	　
	　

	
	　
	～
	　
	　

	
	　
	～
	　
	　

	
	　
	～
	　
	　

	
	　
	～
	　
	　

	　
	　
	～
	　
	　

	受賞歴（西暦　※年月）

	　
	年
	月
	　
	主催者名
	表彰制度
名称
	受賞名称
	受賞件名
	備考

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	当該研究開発に関連する最近5年間の成果等（各主要なもの10件以下）

	論文
	発行年
	月
	　
	主な著者１
	著者２
	著者３
	表題
	論文雑誌名
	巻（Vol.）
	号
	備考

	　
	○○　
	○　
	　
	○○機構　
	△△　
	　最優秀賞
	○○の性能に関する研究
	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	研究
発表
	発表年
	月
	　
	主催者名
	イベント名
	発表者
	発表タイトル
	備考

	　
	　○○
	○　
	　
	○○機構　
	△△　
	J.Kagaku
	　○○
	開催地：米国

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	特許等
	出願年
	月
	日
	出願番号
	登録番号
	発明等の名称
	備考

	　
	　○○
	○　
	　
	特願 平7-000000
	特許第000000号　
	　○○
	　

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	その他
	年
	月
	
	タイトル
	自由記述

	　
	　
	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　
	　
	　

	本研究開発プロジェクトにおける役割

	　

	・ 研究開発等実施体制の審査のために利用されます。
・ 「所属機関の研究者代表」の情報の一部（e-Rad研究機関コード、e-Rad研究者番号、氏名、所属、生年月日、性別）が、事業名及び契約・助成金額等の情報と併せて、府省共通研究開発管理システムへ提供及び政府研究開発データベース作成のために利用されます。
・府省共通研究開発管理システム及び政府研究開発データベースに提供された各情報（プロジェクト名、契約件数、研究者名、所属研究機関名、予算額及び実施期間）及びこれらを集約した情報は、「独立行政法人等の保有する情報の公開に関する法律」（平成13年法律第140号）第5条第1号イに定める「公にすることが予定されている情報」として取り扱われます。
・ 特定の個人を識別しない状態に加工した統計資料の作成又は学術研究の目的のため等に利用することがあります。
・ ご提供いただいた個人情報は、上記の利用目的以外で利用することはありません。ただし、法令等により提供を求められた場合を除きます。
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